
毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

国
、
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
幅

広
い
国
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
死
は
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結

果
で
は
な
く
、健
康
問
題
、経
済
・

生
活
問
題
な
ど
の
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
、
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
早
く
気
づ
き
、
適
切
な
治

療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
自
死
を
防

ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

み
ん
な
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が

ら
、
す
っ
き
り
と
心
地
よ
い
汗
を

流
し
ま
す
。
運
動
開
始
前
に
健
康

長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行

い
ま
す
。
心
も
身
体
も
す
っ
き
り

す
る
教
室
で
す
。
毎
回
ご
好
評
い

た
だ
き
、
早
期
に
予
約
が
埋
ま
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
11
日
火　

　
　
午
後
１
時
～
３
時

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単
な
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

対　
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

定　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
遠
藤
良よ

し
江え

さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具
、飲
み
物
、タ
オ
ル

※
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

申　
９
月
13
日
火
か
ら
保
健
セ
ン

身
体
す
っ
き
り
！

運
動
教
室

が
ん
を
知
れ
ば
健
康
長
寿
の
ヒ
ン

ト
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
、
知
っ

て
お
き
た
い
最
新
情
報
や
基
礎
知

識
を
専
門
の
医
師
が
丁
寧
に
解
説

し
ま
す
。
座
席
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
24
日
月　

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
大
腸
が
ん
の
基
礎
知
識
、
最

新
知
識
と
予
防
に
つ
い
て

対　
町
内
在
住
の
人

定　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
平ひ

ら
能の

康や
す
充み

つ
さ
ん
（
埼
玉
医

科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
消

化
器
外
科
教
授
）　

料　
無
料

　
筆
記
用
具

※
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
状
況
に
よ

り
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

申　
９
月
９
日
金
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。 

下
記
か
ら
電
子
申

請
で
の
申
込
み
も

可
能
で
す
。

が
ん
予
防
か
ら
学
ぶ
健
康

長
寿
！
大
腸
が
ん
予
防
教
室

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

タ
ー
で
受
付
ま
す（
電
話
可
）。

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）。

㊐　
10
月
14
日
金
、
15
日
土
、
16
日
日

　
　
全
日
程
午
前
11
時
以
降

※
詳
し
い
時
間
は
申
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
、
ま
た
は
現
在
も

受
け
て
い
る
人

・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

定　
各
日
10
人
（
先
着
順
）

申　
９
月
８
日
木
か
ら
30
日
金
ま

で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
付
ま
す

（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ９/13（火）、９/26（月）

10/11（火）、10/24（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ９/21（水）、10/19（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ９/8（木）、10/13（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
９/１（木） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
10/５（水） 10:00～11 :30 役場１階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ９/20（火）、10/26（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127

子育て相談
なんでも話してみよう 平日 10:00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

  

「鎌倉殿」の時代

～毛呂氏と葛
くず

貫
ぬき

氏～

歴史散歩
第339回

　

現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
さ
れ
て
い
る

「
鎌
倉
殿
」
の
時
代
は
幕
府
が
開
か
れ
て
し
ば
ら
く

の
間
、
御
家
人
同
士
の
権
力
争
い
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

有
力
御
家
人
の
一
人
だ
っ
た
毛
呂
季す
え

光み
つ

は
、
源
頼

朝
が
奈
良
の
東
大
寺
や
京
都
の
石い
わ

清し

水み
ず

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

に
参さ

ん

詣け
い

す
る
際
、
多
く
の
御
家
人
と
と
も
に
随ず

い

兵へ
い

と
し
て

隊
列
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

季
光
の
子
の
季す
え

綱つ
な

も
、
父
と
同
じ
よ
う
に
頼
朝
に

仕
え
ま
し
た
。頼
朝
が
伊
豆
に
流
さ
れ
て
い
た
折
り
、

季
綱
に
恩
義
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
後
に
武む
さ
し
の
く
に

蔵
国

泉い
ず
み、
勝か

ち

田だ

（
現
在
の
嵐
山
町
と
推
定
）
の
地
を
恩
賞

と
し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

頼
朝
が
建け
ん

久
き
ゅ
う

10
年
（
１
１
９
９
）
に
亡
く
な
っ

て
か
ら
、
畠
は
た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

ほ
か
、
鎌
倉
幕
府
初
期
の
有
力

御
家
人
が
、
北
条
氏
と
の
争
い
の
な
か
で
敗
れ
て
い

き
ま
し
た
が
、
頼
朝
の
側
近
だ
っ
た
季
光
も
、
建
久

６
年
（
１
１
９
６
）
の
鶴
岡
八
幡
宮
参
詣
の
記
事
以

降
、
動
向
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

吾あ

妻ず
ま

鏡か
が
みに

登
場
す
る
毛
呂
山
町
ゆ
か
り
の
武
将

に
、
葛
貫
氏
が
い
ま
し
た
。
葛
貫
氏
の
祖
は
、
秩
父

平
氏
の
秩
父
重し

げ

隆た
か

で
、
鎌
倉
幕
府
が
で
き
る
前
、
武

蔵
国
の
武
士
の
最
有
力
者
で
し
た
。
秩
父
重
隆
は
、

勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
隣
国
の
勢
力
と
も
争
い
、
同

じ
秩
父
平
氏
で
、
畠
山
重
忠
の
父
・
重し
げ

能よ
し

な
ど
と
も

対
立
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
の
関
東
地
方
に
は
、
源
氏
が
進
出
し
て
お

り
、
源
氏
、
秩
父
平
氏
の
内
紛
が
混こ
ん

沌と
ん

と
す
る
な
か

で
、
現
在
の
嵐
山
町
大お
お

蔵く
ら

周
辺
が
争
い
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。
秩
父
重
隆
も
同
族
の
畠
山
重
能
に
討
た

れ
、
大
蔵
の
地
は
畠
山
氏
の
も
の
と
な
り
、
秩
父
重

隆
の
子
・
能よ
し

隆た
か

は
葛
貫
に
移
り
、
葛
貫
能
隆
を
名
乗

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
能
隆
は
さ
ら
に
、
河か
わ

越ご
え

に

進
出
し
開
発
を
拡
大
し
、
朝
廷
に
寄
進
し
て
勢
力
を

固
め
ま
し
た
。
後
に
「
鎌
倉
殿
」
源
頼
朝
の
下
で
活

躍
し
た
河か
わ

越ご
え

重し
げ

頼よ
り

は
、
能
隆
の
子
で
あ
り
、
能
隆
は

河
越
氏
の
祖
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

能
隆
は
、「
葛く
ず

貫ぬ
き

別べ
っ

当と
う

」
と
呼
ば
れ
、
軍
用
牧
場

の
一
つ
で
あ
る
葛く
ず

貫ぬ
き

牧ま
き

を
管
理
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

葛
貫
能
隆
の
子
・
葛
貫
盛も
り

重し
げ

は
、
建け

ん

暦り
ゃ
く３
年
（
１

２
１
３
）、
有
力
御
家
人
の
和わ

田だ

義よ
し

盛も
り

が
起
こ
し
た

北ほ
う

条
じ
ょ
う

義よ
し

時と
き

と
の
争
い
で
和
田
方
で
参
戦
し
ま
し
た
。石碑に能隆の名を残す住吉四所神社

　

葛
貫
能
隆
に
つ
い
て

は
、
住す
み

吉よ
し

四し

所し
ょ

神
社
の
石

碑
に
わ
ず
か
に
名
を
残
し

ま
す
が
、
こ
の
地
で
草
競

馬
が
行
わ
れ
て
い
た
の

も
、
牧
の
伝
承
地
と
い
う

履
歴
を
物
語
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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